
人
で
あ
っ
た
。

留
学
し
た
と
き
私
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
病
院
を
通
じ
て
政
府
基
金
の
給
付
を
受
け
た
。
マ
イ
モ

ニ
デ
ス
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
偉
い
学
者
だ
と
聞
い
た
が
興
味
を
持
た
ず
、
近
く
の
本
屋
に
あ
っ
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
伝
記
も
買
お
う
と
し
な
か
っ

た
。
意
識
し
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
史
と
ユ
ダ
ヤ
人
史
に
関
心
を
持
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）

マ
イ
モ
’
一
デ
ス
の
医
学
上
の
業
績
は
、
優
れ
た
研
究
害
が
出
て
い
る
の
で
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
銅
像
（
コ
ル
ド

バ
、
ス
ペ
イ
ン
）
、
墓
（
テ
ィ
ベ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
）
、
お
よ
び
名
前
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
表
記
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
単
な
る
史
跡
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
い
こ

少
宇
を
強
調
し
た
い
。

思
想
史
上
も
医
学
史
上
も
重
要
な
人
物
な
の
に
、
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
日
本
人
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
私
も
、
そ
の
一

一
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
時
代
と
土
地

（
１
）
～
（
３
）

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
二
三
五
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
コ
ル
ド
バ
で
生
ま
れ
た
。

八
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
末
に
い
た
る
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
の
時
代
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
認
め
る
ア
ラ
ブ
人
の
宗
教
的

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
銅
像
・
墓
・
ヘ
ブ
ラ
イ
語
表
記

祀
唖
車
檸
窯
錨
江
曙
邊
需
平
成
八
年
三
月
七
日
受
付

泉
彪
之
助
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イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
ン
の
時
代
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
は
、
シ
チ
リ
ア
と
並
ん
で
、
ア
ラ
ビ
ア
文
化
と
ア
ラ
ブ
人
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
た

ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
ヘ
の
主
要
な
伝
達
路
と
な
っ
た
。
そ
の
中
心
が
コ
ル
ド
バ
で
、
コ
ル
ド
バ
は
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
第
一
の
大
都
会

と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
学
術
の
府
と
し
て
ョ
－
ロ
ッ
パ
中
か
ら
留
学
生
が
集
ま
っ
た
。
最
盛
期
の
人
口
一
○
○
万
、
モ
ス
ク
七
○
○
、
図

（
６
）

言
館
七
、
そ
の
蔵
書
数
四
○
万
冊
、
学
寮
二
七
、
大
学
生
六
○
○
○
人
と
い
わ
れ
る
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
で
あ
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
少
年
時
代
、
コ
ル
ド
バ
は
ア
ル
モ
ハ
ド
族
（
ム

ワ
ッ
ヒ
ド
朝
）
の
支
配
を
受
け
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
父
親
た
ち
と
共
に
コ
ル
ド
バ
を
去
っ
た
。
彼
ら
は
モ
ロ
ッ
コ
の
フ
ェ
ズ
で
暮
ら
し
た
後
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ッ
コ
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
経
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
に
定
住
し
た
。
カ
イ
ロ
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
宮
廷

の
侍
医
と
な
る
な
ど
医
師
と
し
て
活
躍
し
た
だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
団
体
の
思
想
的
指
導
者
と
し
て
大
き
な
功
績
を
残
し
、
中
世
最
高
の

（
２
）
（
７
）
～
（
Ⅲ
）

ユ
ダ
ヤ
教
学
の
思
想
家
と
な
っ
た
。
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
の
業
績
は
、
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
へ
の
貢
献
、
ユ
ダ
ヤ
教
へ
の
貢

献
、
医
学
を
始
め
諸
学
芸
へ
の
貢
献
で
あ
る
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
一
二
○
四
年
、
カ
イ
ロ
で
死
去
し
た
が
、
遺
志
に
よ
り
モ
ー
ゼ
の
た
ど
っ
た
道
を
通
っ
て
テ
ィ
ベ
リ
ア
ヘ
運
ば
れ
、

寛
容
の
下
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
政
治
で
も
文
化
で
も
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
戦
争
の
敗
北
に
よ
っ
て
故
国
を
追
わ
れ
、
各
地
に
離
散

（
ｄ
咄
）
（
－
３
）

し
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
ス
ペ
イ
ン
に
安
住
の
地
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ス
ペ
イ
ン
は
ユ
ダ
ヤ
人
史
に
重
要
な
国
と
な
っ
た
。

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
東
欧
系
の
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
と
ス
ペ
イ
ン
系
の
セ
フ
ァ
ル
デ
ィ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
の
共
通
語
は
、

中
高
ド
イ
ツ
語
に
基
づ
い
た
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
あ
り
、
後
者
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
元
に
し
た
ラ
デ
ィ
ノ
語
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ

人
は
、
一
四
九
二
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
か
ら
追
放
さ
れ
た
が
、
前
述
の
歴
史
か
ら
セ
フ
ァ
ル
デ
ィ
と
い
う
系
統
と
し

（
３
）

そ
こ
に
葬
ら
れ
た
。

て
残
っ
た
。
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書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
関
係
が
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
イ
エ
ス
の
母
マ
リ
ア
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
と
地
中
海
の
中
間
に

あ
る
ナ
ザ
レ
で
天
使
か
ら
受
胎
を
告
知
さ
れ
、
人
口
調
査
の
申
告
の
た
め
夫
ョ
セ
フ
と
共
に
お
も
む
い
た
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
イ
エ
ス
を
生
ん
だ
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
は
、
，

の
地
方
の
中
心
都
市
で
あ
る
。

私
が
コ
ル
ド
バ
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
銅
像
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
原
本
が
手
元
に
な
い
が
、
『
旅

（
Ⅲ
）

の
ガ
イ
ド
ム
ッ
ク
ス
ペ
イ
ン
の
本
」
（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
刊
）
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
他
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
そ
の
こ
と
は

三
．
ガ
リ
ラ
ヤ
と
テ
ィ
ベ
Ⅱ
ノ
ア

一
．
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
銅
像

（
月
）
（
腿
）
（
脇
）

イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ
ィ
ベ
リ
ア
に
あ
る
。
テ
ィ
ベ
リ
ア
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
の
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
西
岸
に
あ
り
、
こ

写真｜マイモニデスの銅像

（コルドバ・スペイン）

コ
ル
ド
バ
へ
は
団
体
で
行
っ
た
の
で
、
銅
像
の
詳
し
い
位
置
を
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
観
光
経
路
の
ユ
ダ
ヤ
人
街
の
入
り
口
に
あ
り
、
見
付
け
る

の
は
む
ず
か
し
く
な
い
と
思
う
（
写
真
１
）
。
碑
銘
に
は
、
《
《
国
両
ｚ

言
シ
胃
巨
Ｏ
ｚ
胃
口
向
の
弓
両
Ｏ
Ｐ
Ｏ
⑦
○
国
Ｆ
Ｏ
の
○
甸
○
冒
国
ロ
門
○
（
神
学
者
、
哲
学

者
、
医
師
）
○
○
詞
己
○
団
少
巨
誤
国
伊
○
シ
男
○
届
宣
・
》
と
書
か
れ
て
い
る
。

コ
ル
ド
バ
に
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
い
う
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
ま
た
「
世
界
で

最
初
に
白
内
障
を
手
術
し
た
医
師
」
の
胸
像
も
あ
る
が
、
浅
学
の
た
め
だ
れ
か

分
か
ら
な
か
っ
た
。
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テ
ィ
ベ
リ
ア
で
は
、
移
動
の
途
中
に
短
時
間
、
グ
ル
ー
プ
を
離
れ
て
墓
を
訪
れ
た
だ
け
で
、
ま
た
地
図
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
詳

し
い
街
路
名
を
示
せ
な
い
。
旅
行
社
か
ら
恵
与
さ
れ
た
簡
単
な
街
路
図
の
コ
ピ
ー
に
よ
る
と
、
墓
は
テ
ィ
ベ
リ
ア
の
中
央
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の

す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
訪
れ
た
印
象
も
町
の
中
心
部
で
あ
っ
た
。

イ
エ
ス
は
ナ
ザ
レ
で
青
年
時
代
を
送
っ
た
が
、
宗
教
者
と
し
て
の
自
覚
を
得
て
公
的
生
涯
を
始
め
た
の
が
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
で
あ
る
。
し
か
し

テ
ィ
ベ
リ
ア
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
な
く
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
地
と
な
っ
た
。

（
吃
）

テ
ィ
ベ
リ
ア
は
、
ヘ
ロ
デ
王
の
子
へ
ロ
デ
・
ア
ン
チ
パ
ス
が
創
り
、
第
二
代
ロ
ー
マ
皇
帝
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
に
ち
な
ん
で
名
付
け
た
町
で
あ
る
。

聖
書
に
で
て
く
る
ポ
ン
テ
オ
・
ピ
ラ
ト
を
ユ
ダ
ヤ
総
督
に
任
命
し
た
の
が
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。

紀
元
七
○
年
、
ユ
ダ
ヤ
と
ロ
ー
マ
の
問
に
戦
わ
れ
た
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
が
ユ
ダ
ヤ
側
の
敗
北
に
終
わ
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
が
陥
落
し
て
神

殿
が
焼
か
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
最
高
自
治
機
関
サ
ン
ヘ
ド
リ
ン
は
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
に
逃
れ
、
二
世
紀
に
テ
ィ
ベ
リ
ア
ヘ
落
ち
着
い
た
。
ユ
ダ

ヤ
教
の
学
府
も
テ
ィ
ベ
リ
ア
ヘ
移
り
、
こ
こ
で
二
世
紀
ご
ろ
に
口
伝
律
法
ミ
シ
ュ
ナ
が
、
四
世
紀
末
に
そ
の
解
説
書
の
一
つ
、
エ
ル
サ
レ
ム
．

（
７
）
（
８
）

タ
ル
ム
ー
ド
が
編
纂
さ
れ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
と
銘
打
た
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
編
纂
さ
れ
た
の
は
テ
ィ
ベ
リ
ア
で
あ
る
。
後
に
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
は
、
タ
ル
ム
ー
ド
に
関
す
る
著
作
を
著
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
か
ら
テ
ィ
ベ
リ
ア
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
地
と
な
り
、
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
マ
帝
国
へ
の
バ
ル
・
コ
フ
バ
の

反
乱
に
加
わ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
ラ
ビ
・
ア
キ
バ
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
偉
大
な
指
導
者
と
し
て
著
名
な
ラ
ビ
・
ョ
ハ
ナ
ン
・
ベ
ン
・
ザ
カ

現
在
の
テ
ィ
ベ
リ
ア
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
観
光
の
中
心
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
テ
ィ
ベ
リ
ア
に
は
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
温
泉
が
あ

り
、
ロ
ー
マ
時
代
の
温
泉
医
療
施
設
の
遺
跡
も
残
っ
て
い
る
。

（
唯
）

イ
、
ラ
ビ
・
メ
イ
ル
ら
の
墓
も
あ
る
。

四

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
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外
か
ら
見
る
と
、
墓
の
上
に
火
炎
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

大
き
な
飾
り
が
あ
り
、
そ
の
場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
写
真
２
）
。
入
り
口
か
ら
墓
ま
で
は
ゆ
る
い
階
段
が
続

き
、
そ
れ
を
上
が
る
と
半
円
形
の
墓
域
に
な
っ
て
い
て
、
中
心
に
か
ま
ぼ
こ
形
の
墓
が
あ
る
（
写
真
３
）
。
別
の
場
所
に
あ
る
ラ
ビ
・
ア
キ
（

（
脳
）

の
墓
も
か
ま
ぼ
こ
形
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
教
ラ
ビ
の
伝
統
的
な
墓
の
形
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
墓
域
の
壁
に
銘
板
が
あ
り
、

そ
の
一
つ
に
ロ
ー
マ
字
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
書
か
れ
て
い
た
。

私
が
訪
れ
た
と
き
、
二
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
信
者
が
墓
の
前
で
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
。
祈
り
の
邪
魔
を
し
た
り
、
だ
ま
っ
て
写
真
を
撮
っ
た
り

す
る
の
を
避
け
て
、
祈
り
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
一
人
が
不
審
の
目
を
む
け
る
の
で
、
英
語
で
「
私

は
日
本
の
医
史
学
研
究
者
で
す
が
、
墓
の
写
真
を
撮
っ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
か
け
た
が
、
「
英
語
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
。

も
う
一
人
も
そ
ば
へ
来
た
の
で
、
そ
の
人
に
も
聞
い
た
が
、
や
は
り
英
語
は
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
の
人
に
ド
イ
ツ
語
で
「
ド

イ
ツ
語
は
分
か
り
ま
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、
「
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ら
分
か
る
」
と
い
う
。
ド
イ
ツ
語
で
「
墓
の
写
真
を
撮
り
た
い
の
で
す
」
と

蕊 贈騨溜

写真2外から見たマイモニデス

の蟇（ディベリア・イスラエル）

閃'吻

写真3マイモニデスの蟇

（ディベ'ノア・イスラエル）
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私
が
、
テ
ィ
ベ
リ
ア
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
が
あ
り
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
イ
ス
ラ
エ
ル
で
ラ
ン
バ
ム
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

（
８
）

「
ユ
ダ
ヤ
教
の
本
」
（
学
研
刊
）
か
ら
で
あ
る
。

テ
ィ
ベ
リ
ァ
で
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
は
史
跡
・
信
仰
の
対
象
と
し
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、
交
通
標
識
に
も
「
ラ
ン
バ
ム
の
墓
」
と
へ

プ
ラ
イ
語
と
英
語
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
へ
プ
ラ
イ
語
が
読
め
な
く
と
も
訪
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
ラ
ン
バ
ム
と
い
う
呼
び

方
は
、
へ
プ
ラ
イ
語
の
規
則
を
知
っ
て
理
解
で
き
る
の
で
、
そ
の
点
を
説
明
し
た
い
。
誤
っ
て
「
ラ
ン
バ
ン
の
墓
」
と
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ

（
胴
）

ツ
ク
が
あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
ラ
ン
バ
ン
は
別
人
で
あ
る
。

「
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
」
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
表
記
を
、
再
構
成
し
て
写
真
４
に
示
し
た
。
こ
れ
を
読
む
た
め
、
へ
プ
ラ
イ
文
字
の
読
み
方
の
基

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
へ
プ
ラ
イ
名
を
モ
シ
ェ
・
ベ
ン
・
マ
イ
モ
ン
、
ア
ラ
ブ
名
を
ア
ブ
・
イ
ム
ラ
ン
・
ム
サ
・
イ
ブ
ン
・
マ
イ
ム
ー
ン
と

（
３
）

い
う
。
欧
米
で
は
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
ラ
テ
ン
名
で
あ
る
。
モ
シ
ェ
は
日
本
で
い
う
モ
ー
ゼ
、
ベ
ン
は
息

子
な
の
で
、
へ
プ
ラ
イ
名
は
、
「
マ
イ
モ
ン
の
息
子
の
モ
ー
ゼ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
ラ
ン
バ
ム
と
呼
ば
れ
る
。
モ
シ
ェ
・
ベ
ン
・
マ
イ
モ
ン
の
語
頭
に
ユ
ダ
ヤ
教
教
師
ラ
ビ
と
い
う
言

葉
を
加
え
、
そ
の
頭
文
字
を
続
け
る
と
困
冒
国
富
と
な
る
。
こ
れ
に
母
音
を
付
加
し
た
詞
（
四
）
冒
国
（
煙
）
言
（
こ
の
表
記
の
理
由
は
後
述
）
が
、
そ

の
呼
び
方
で
あ
る
。
ラ
ン
パ
ム
と
い
う
呼
び
方
は
日
本
で
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
私
が
見
た
中
で
は
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
辞
典
に
出
て
い

（
ｕ
）

た
の
み
で
あ
っ
た
。

言
っ
た
ら
分
か
っ
て
も
ら
え
、

あ
る
。
二
人
と
別
れ
る
と
き
、

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
も
、

五
．
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
名
前
の
へ
プ
ラ
イ
語
表
記

快
く
場
所
を
空
け
て
く
れ
た
。
そ
う
し
た
二
人
の
好
意
を
受
け
て
撮
影
し
た
の
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
写
真
で

ド
イ
ツ
語
で
お
礼
を
言
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

墓
の
訪
問
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
ろ
う
。
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（
妬
）
（
面
）

本
を
記
す
。

（
一
）
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
同
じ
セ
ム
語
系
の
言
葉
で
、
右
か
ら
左
へ
読
む
。

（
二
）
へ
プ
ラ
イ
文
字
（
ア
レ
フ
ベ
ー
ト
）
は
一
三
文
字
あ
り
、
す
べ
て
子
音
を
あ
ら
わ
す
。
大
文
字
、
小
文
字
の
区
別
は
な
く
、
異
な
っ
た

字
が
同
じ
発
音
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

（
三
）
従
っ
て
文
字
だ
け
で
は
発
音
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
文
字
に
付
け
加
え
ら
れ
て
母
音
を
示
す
記
号
が
発
明
さ
れ
た
。
こ
れ
を
ニ
ク
ダ

ー
と
い
い
、
五
つ
の
母
音
と
一
つ
の
半
母
音
を
示
す
。
し
か
し
普
通
は
、
ニ
ク
ダ
ー
は
書
か
れ
な
い
。
語
学
害
は
、
ニ
ク
ダ
ー
を
日

本
の
ふ
り
仮
名
に
た
と
え
て
い
る
。

（
四
）
母
音
を
示
す
た
め
子
音
に
追
加
さ
れ
る
文
字
が
あ
り
、
準
母
音
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
文
字
は
、
ニ
ク
ダ
ー
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
一
定

（
五
）
文
字
の
ま
ん
中
に
点
（
ダ
ゲ
ッ
シ
ュ
）
が
書
き
加
え
ら
れ
て
、
発
音
と
文
字
の
名
前
が
変
わ
る
場
合
が
あ
る
。
ダ
ゲ
ッ
シ
ュ
も
、
一
般

可．P

ロァァコ酒引同

の
母
音
を
示
す
。

写真4「マイモニデスの蟇」

へプライ語表記

に
は
書
か
れ
な
い
。

（
六
）
文
字
の
上
に
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
右
に
あ
る
場
合
と
左
に
あ
る
場
合
と
で
発
音
が
変
わ
る

も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
も
、
普
通
は
書
か
れ
な
い
。

（
七
）
語
尾
に
来
る
と
、
文
字
の
形
が
変
わ
る
も
の
が
あ
る
。
語
尾
の
字
形
を
～
ソ
フ
ィ
ー
ト

（
例
・
カ
ブ
〉
カ
フ
ソ
フ
ィ
ー
ト
）
と
い
う
。

（
八
）
語
尾
の
Ｈ
は
発
音
さ
れ
な
い
。

今
、
写
真
の
表
記
を
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
の
名
前
で
書
く
（
右
↓
左
）
と
、
ク
フ
・
ヴ
ェ
ー
ト
・
レ
ー

シ
ュ
へ
Ｉ
・
レ
ー
シ
ュ
・
メ
ム
・
べ
ｌ
卜
．
（
二
重
引
用
符
）
・
メ
ム
ソ
フ
ィ
ー
ト
と
な
る
。
ベ
ー

ト
は
、
ヴ
ェ
ー
ト
に
ダ
ゲ
ッ
シ
ュ
が
つ
い
た
字
で
あ
る
。
二
重
引
用
符
は
略
語
を
示
す
記
号
な
の
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先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
ガ
〃

名
前
も
経
歴
も
業
績
も
似
て
い
る
。

で
こ
れ
を
除
き
、
ヘ
ブ
ラ
ィ
文
字
を
ロ
ー
マ
字
に
置
き
換
え
（
右
↓
左
を
左
↓
右
に
改
め
る
）
、
ニ
ク
ダ
ー
を
括
弧
つ
き
の
小
文
字
ロ
ー
マ
字
で

付
け
加
え
る
と
、
【
（
の
）
ぐ
（
①
）
罰
函
（
巴
詞
（
四
）
冨
国
（
四
）
旨
と
な
る
。
尿
（
の
）
ぐ
（
①
）
詞
は
墓
、
国
（
巴
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
定
冠
詞
で
、
英
語
の

定
冠
詞
と
同
じ
く
限
定
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
二
つ
以
上
の
名
詞
が
連
結
し
て
で
き
た
熟
語
を
連
結
語
と
呼
び
、
被
修
飾
語
が
先
に
、
修
飾

語
が
後
に
来
る
。
し
た
が
っ
て
直
訳
す
る
と
、
「
か
の
ラ
ビ
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
墓
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

墓
で
は
、
か
ま
ぼ
こ
の
切
口
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
墓
碑
銘
が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
モ
シ
ェ
・
ベ
ン
・
マ
イ
モ
ン
の
名
が
へ
プ
ラ
イ
語
で
書

か
れ
て
い
る
（
写
真
３
）
。
そ
の
文
字
名
と
発
音
を
書
く
と
、
「
メ
ム
・
シ
ン
・
ヘ
ー
ベ
ー
ト
・
ヌ
ン
ソ
フ
ィ
ー
ト
メ
ム
・
ユ
ッ
ド
・
メ
ム
・

ヴ
ァ
ヴ
・
ヌ
ン
ソ
フ
ィ
ー
ト
（
右
↓
左
）
」
（
旨
（
○
）
の
国
（
①
）
国
国
（
の
）
Ｚ
言
（
巴
国
Ｓ
言
（
○
）
ご
Ｚ
（
左
↓
右
）
。
の
国
は
一
宇
。
因
と
ぐ
は
準
母

音
で
発
音
さ
れ
な
い
）
と
な
る
。

ラ
ン
バ
ム
を
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
書
く
と
、
レ
ー
シ
ュ
・
メ
ム
・
ベ
ー
ト
．
（
二
重
引
用
符
）
・
メ
ム
ソ
フ
ィ
ー
ト
だ
が
、
ラ
ン
パ
ン
は
、
レ
ー

シ
ュ
・
メ
ム
・
ベ
ー
ト
・
三
重
引
用
符
）
・
ヌ
ン
ソ
フ
ィ
ー
ト
で
、
最
後
の
文
字
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。
ラ
ン
バ
ン
の
へ
プ
ラ
イ
名
は
、
モ

（
９
）
（
Ⅲ
）
（
鵬
）
（
四
）

シ
ェ
・
ベ
ン
・
ナ
フ
マ
ン
（
ｚ
昌
ョ
閨
）
（
二
九
五
’
一
二
七
○
）
で
、
ラ
テ
ン
名
を
ナ
フ
マ
ニ
デ
ス
と
呼
ぶ
。
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
タ
ル
ム
ー

ド
学
者
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
を
追
わ
れ
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
住
ん
だ
。
彼
の
活
躍
し
た
場
と
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
旧
市
街
の
ユ
ダ
ヤ
人
地
区
に

ラ
ン
バ
ン
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
旧
跡
が
残
っ
て
い
る
。

私
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
行
く
ま
で
ラ
ン
バ
ム
と
ラ
ン
バ
ン
の
差
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
最
初
に
、
ガ
イ
ド
の
高
橋
氏
が
ラ
ン
バ
ン
が
別
人

で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
で
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
が
偶
然
に
も
ラ
ン
バ
ン
街
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ホ
テ
ル
の
プ
ロ

六
．
ラ
ン
バ
ム
と
ラ
ン
バ
ン

あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
ラ
ン
バ
ム
と
ラ
ン
バ
ン
を
混
同
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
無
理
が
な
い
ほ
ど
、
こ
の
二
人
は
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ン
卜
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
フ
ロ
ン
ト
の
女
性
は
「
ラ
ン
バ
ン
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
で
は
な
い
］
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、

そ
の
や
り
取
り
を
聞
い
て
い
た
ホ
テ
ル
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
バ
ル
マ
ッ
ッ
氏
が
大
学
で
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
を
專
攻
し
て
い
る
人
で
、
そ
の
こ
と

を
確
言
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
業
績
に
つ
い
て
解
説
し
て
下
さ
っ
た
。
さ
ら
に
私
は
ラ
ン
バ
ン
。
シ

（
鵬
）

ナ
ゴ
ー
グ
を
訪
れ
、
そ
の
銘
板
か
ら
も
ラ
ン
バ
ン
が
別
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ラ
ン
バ
ン
に
つ
い
て
、
日
本
の
西
洋
人
名
辞
典
や
歴
史
事
典
に
ま
っ
た
く
出
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
記
載
し
た
。

謝
辞
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。

文
献

（
１
）
甸
崗
①
口
勾
○
ｍ
ロ
の
『
ｇ
巴
．
（
①
具
）
“
冨
○
の
の
⑩
冨
禺
目
○
コ
己
の
の
』
で
ゴ
】
の
冒
国
三
．
め
Ｑ
の
貝
尉
庁
》
曽
己
而
巨
さ
の
（
乞
弓
①
計
】
］
煙
の
○
二
シ
貝
）
］
扇
○
．
言
ｏ
・
ゞ

ｚ
自
津
弓
竺
①
。
ｚ
の
言
］
閏
開
竜
曽
己
門
ｇ
ａ
ｏ
Ｐ
ご
窟

（
２
）
言
○
ｍ
の
⑳
冨
昌
昌
○
ヨ
号
⑳
］
ｑ
四
］
邑
．
辱
冨
・
卑
房
巳
習
号
司
弓
胃
の
昌
号
さ
吋
号
①
思
邑
雨
〆
且
）
ロ
○
ぐ
①
吋
團
匡
言
昌
○
巨
砂
・
旨
の
‐
ゞ
ｚ
①
夛

邑
○
ユ
淨
四
］
〕
①
乏
己
四
℃
の
号
Ｏ
Ｅ
ａ
①
Ｑ
再
自
己
具
昏
①
吊
胃
淫
冒
一
三
門
胃
旨
邑
冒
岳
認

（
３
）
『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
増
補
版
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年

（
４
）
Ｗ
，
Ｍ
・
ワ
ッ
ト
著
、
黒
田
寿
郎
・
柏
木
英
彦
訳
『
イ
ス
ラ
ム
・
ス
ペ
イ
こ
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年

（
５
）
余
部
福
三
「
ア
ラ
ブ
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
」
、
第
三
書
館
、
一
九
九
二
年

（
６
）
東
潔
『
ス
ペ
イ
ン
歴
史
紀
行
－
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」
、
振
学
出
版
、
一
九
九
二
年

（
７
）
マ
ル
サ
・
モ
リ
ス
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
Ｆ
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
、
秦
剛
平
訳
ヨ
ダ
ヤ
教
」
、
青
土
社
、
一
九
九
四
年

（
８
）
豆
ダ
ャ
教
の
本
』
、
五
七
頁
、
二
二
頁
学
習
研
究
社
、
一
九
九
五
年

（
９
）
マ
ッ
ク
ス
・
Ｉ
・
デ
ィ
モ
ン
ト
著
、
平
野
和
子
・
河
合
一
充
訳
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
」
、
ミ
ル
ト
ス
、
一
九
九
四
年

（
株
）
ミ
ル
ト
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
高
橋
是
渭
氏
、
エ
ル
サ
レ
ム
・
キ
ン
グ
ズ
ホ
テ
ル
冨
（
）
筈
の
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（
Ⅲ
）
マ
ッ
ク
ス
・
Ｉ
・
デ
ィ
モ
ン
ト
著
、
藤
本
和
子
訳
豆
ダ
ャ
人
、
神
と
歴
史
の
は
ざ
ま
で
（
上
こ
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年

（
皿
）
『
旅
の
ガ
イ
ド
ム
ッ
ク
ス
ペ
イ
ン
の
本
」
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
年
失
記

（
ｕ
）
ミ
ル
ト
ス
編
集
部
編
『
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
イ
ド
』
、
ミ
ル
ト
ス
、
一
九
九
四
年

（
喝
）
・
晦
弓
言
①
凰
四
、
四
目
言
①
艀
四
ｇ
⑦
巴
皀
①
①
雪
》
ゞ
届
］
〕
．
）
国
○
国
①
の
ご
陣
聾
四
日
呉
陞
畠
、
刃
用
冒
①
》
乞
麗

（
Ｍ
）
『
小
学
館
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
英
和
大
辞
典
第
三
巻
」
、
五
九
六
頁
、
小
学
館
、
一
九
七
四
年

（
略
）
『
地
球
の
歩
き
方
イ
ス
ラ
エ
ル
』
、
八
八
頁
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社
、
一
九
九
四
年

（
妬
）
佐
藤
淳
一
『
は
じ
め
て
の
へ
プ
ラ
イ
語
』
、
ミ
ル
ト
ス
、
一
九
九
三
年

（
Ⅳ
）
神
藤
煙
ら
編
「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
入
門
」
、
キ
リ
ス
ト
聖
書
塾
、
一
九
八
五
年

（
肥
）
ラ
ン
バ
ン
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
銘
板
、
エ
ル
サ
レ
ム

（
岨
）
ダ
ン
Ⅱ
ハ
バ
ト
著
、
高
橋
正
男
訳
「
図
説
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
歴
史
』
、
六
三
頁
、
東
京
書
籍
、
一
九
九
三
年
（
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里
）
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